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◆
秋
は
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
！

　

今
年
も
「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画

展
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
の
特
別
展
と
し

て
す
っ
か
り
定
着
し
た
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
、
当
館
で

は
今
回
で
25
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
春
に
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催
さ
れ
る

世
界
最
大
規
模
の
児
童
書
専
門
の
見
本
市
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
・
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
。
こ
の

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
が
主
催
す
る
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
絵
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス
ト

を
審
査
す
る
も
の
で
、
出
版
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

応
募
で
き
、
平
等
に
審
査
さ
れ
る
た
め
、
新
人
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
」
は
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品

を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
・
場
面
で
、
従
来
か
ら
の
大

き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
２
年

間
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催
さ
れ
、

昨
年
の
原
画
展
は
作
品
の
募
集
か
ら
審
査
ま
で
す
べ
て

リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
動
き
は
決
し
て
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
画
展
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の

応
募
に
な
っ
た
こ
と
で
、
郵
便
事
情
が
あ
ま
り
良
く
な

い
国
か
ら
の
応
募
も
増
え
、
よ
り
多
く
の
国
の
作
品
が

入
選
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
。
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
は
３
年
ぶ
り
に
現

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
原
画
展
は
今
年
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
募
集
と
な
り
、
過
去
最
多
の
92
ヵ
国
３
８
７
３

組
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
２
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
審
査

と
、
審
査
員
が
現
地
に
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
最
終
審
査

を
経
て
、
日
本
人
４
名
を
含
む
29
ヵ
国
78
人
が
入
選
し

ま
し
た
。

◆
特
別
展
示

　

今
年
は
原
画
展
入
選
作
品
の
ほ
か
に
、
特
別
展

示
と
し
て
、
２
０
１
９
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
Ｓ
Ｍ
出
版
賞
受

賞
作
家
の
サ
ラ
・
マ
ッ
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
（
イ
タ
リ
ア
）
と

２
０
２
１
年
に
同
賞
を
受
賞
し
た
チ
ュ
オ
・
ペ
イ
シ
ン

（
台
湾
）
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
こ
の
賞
は
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
の
Ｓ
Ｍ
出
版
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
賞
で
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
入
選
作
家
の
う
ち
、
35
歳
以

下
の
作
家
か
ら
１
名
選
ば
れ
る
も
の
で
す
。

◆
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

入
選
作
品
の
絵
本
の
ほ
か
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ラ
ガ
ッ

ツ
ィ
賞
受
賞
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
過
去
２
年
間

は
絵
本
に
触
れ
な
い
形
で
の
展
示
と
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
実
際
に
手
に
取
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
形
で
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

◆
映
像
コ
ー
ナ
ー

　

現
地
で
の
最
終
審
査
の
様
子
や
、
審
査
員
と
入
選
作

家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
放
映
し
ま
す
。
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展覧会
情　報

２
０
２
２ 

イ
タ
リ
ア･

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展

　

11
月
３
日（
木
・
祝
）〜
12
月
11
日（
日
）　

会
期
中
無
休

「なったふりごっこ」
ファティマ・オルディノラ＝ゲラ（ペルー）

「髪を切りに」トン・ヤン（中国）

「ぼくのパパは書記」
アマンダ・ミハンゴス（メキシコ）

「いたずらネズミの生活」久保田寛子（日本）



■絵本アニメ上映会【入場無料】
世界の名作絵本アニメを上映します。
日時…毎週土曜日　11：00～11：40

■かんたん絵本を作ろうよ！【参加無料・要予約】
不要なポスターなどの裏面を利用して冊子を作り、
ストーリーを考え、自由に飾り付けてオリジナル絵
本を作ります。
日時…毎週土曜日　14：00～16：00
対象…４歳～小学生（未就学児は要保護者同伴）
定員…各回５名（保護者は子ども１名につき１人まで）
協力…絵本の会　もこもこ
場所…アートホール
※10/20（木）9：00より電話にて受付を開始しま
す。受付は先着順、開催日前日までです。

■「のまりん」の紙芝居劇場【入場無料】
紙芝居の前に座ると、大人も子どももワクワクドキ
ドキ。「のまりん」の豊かな表現をお楽しみくだ
さい！
日時…11/20（日）11：00～11：40、13：00～13：40
定員…各回50名（定員に達し次第締め切り）
　　　※各回30分前から整理券を配布します。
出演…のまりん（野間成之氏）
会場…アートホール

■おはなし劇場【入場無料】
スクリーンに投影しての絵本の読み聞かせやパネル
シアターの上演で、皆さんを物語の世界へご招待！
日時…11/27（日）10：30～11：30、13：00～14：00
定員…各回50名（定員に達し次第締め切り）
　　　※各回30分前から整理券を配布します。
協力…NPO法人　ぽっかぽか
会場…アートホール

◎やむを得ずイベント内容に変更が生じる場合がご
ざいます。最新情報は当館ホームページ等でご確
認ください。「ニョロリのざんねんな一生　ミミズに関する長すぎない研究」

ノエミ・ヴォーラ（イタリア）

　
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
公
式
図
録
の
ほ
か
、
定
番
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や

フ
レ
ー
ク
シ
ー
ル
な
ど
各
種
取
り
揃
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
入
選
作
家
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も

販
売
予
定
で
す
！

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
情
報

ボローニャ展関連イベントボロ ニャ展関連イベント
「黒ネコ、魚市場に行く」
ユ・チーチュン（台湾）

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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様
々
な
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
彩
ら
れ
る
人
の
生
涯
。

そ
し
て
同
じ
よ
う
に
、
美
術
工
芸
品
に
も
「
作
品
の
ス

ト
ー
リ
ー
」
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
成
り
立
ち
や
伝
来
と
い
っ
た
作
品
の
「
物

語
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
い
か
に
し
て
誕
生
し
、ど
の

よ
う
に
伝
来
し
て
現
在
へ
と
至
っ
て
い
る
の
か
。
ど
ん

な
に
微
細
で
、
一
見
な
ん
の
変
哲
も
な
い
よ
う
に
も
み

え
る
作
品
に
も
、
必
ず
何
が
し
か
「
そ
の
品
だ
け
の
物

語
」
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

例
え
ば
、
歴
史
上
の
著
名
人
や
出
来
事
に
関
わ
っ
た

「
稀
代
の
名
品
」
が
あ
る
一
方
で
、
無
名
の
一
職
人
の

手
に
な
る
「
名
も
な
き
品
」
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
幾
多

の
人
手
を
巡
っ
た
「
流
転
の
作
品
」
が
あ
れ
ば
、
誕
生

以
来
ず
っ
と
同
じ
場
所
で
保
管
さ
れ
、
ひ
た
す
ら
眠
り

続
け
る
「
秘
蔵
品
」
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
物
語
」
の
内
容
は
ま
さ
に

千
差
万
別
と
い
え
ま
す
が
、
そ
の
存
在
は
大
な
り
小

な
り
作
品
に
「
深
み
」
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

知
っ
た
う
え
で
鑑
賞
す
れ
ば
、
作
品
を
よ
り
理
解
で
き
、

い
っ
そ
う
愛
着
も
わ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
展
で
は
、
能
登
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
絵
画
に
着

目
。
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
た
仏
画
や
肖
像
画
か
ら
、

現
代
の
日
本
画
ま
で
あ
わ
せ
て
30
点
を
、
「
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
交
え
つ
つ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

む
ろ
ん
「
能
登
ゆ
か
り
の
画
家
」
と
し
て
欠
か
せ
な

い
、
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
〜
１
６
１
０
）
や
「
長

谷
川
派
」
絵
師
た
ち
の
作
品
も
展
示
中
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
に
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
、
様
々
な
名

品
た
ち
が
語
る
「
物
語
」
に
、
そ
っ
と
耳
を
か
た
む
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。
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ノ
ト
の
絵
画
物
語　
〜
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
名
画
〜

　

９
月
17
日（
土
）〜
10
月
23
日（
日
） 【
開
催
中
】

羽咋市指定文化財
「山岡鉄舟画像」　河鍋暁斎

羽咋市・永光寺蔵

「はな」浜出青松

石川県指定文化財
「猿猴図屏風」　長谷川等伯

※
所
蔵
先
未
表
示
の
作
品
は

　

全
て
当
館
蔵
で
す
。

【
同
時
開
催
】
い
さ
ま
し
く
、
た
く
ま
し
く

　「
勇
壮
」
や
「
強
靭
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
、

ま
た
は
感
じ
さ
せ
る
作
品
計
25
点
を
、当
館
所
蔵
品
・

寄
託
品
よ
り
紹
介
。
作
品
か
ら
ほ
と
ば
し
る
「
堂
々

た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
、
ぜ
ひ
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

「鍾馗図」
冨田溪仙

（池田コレクション）

貸 

館 

催 

し 

物 

案 

内

◆
第
15
回
大
場
濯
川
書
作
展

　
　
　

10
月
８
日（
土
）〜
10
月
10
日（
月･

祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
16
時
ま
で

　

連
絡
先　

☎
０
９
０-

８
２
６
９-

０
５
１
０（
大
場
）

◆ 

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

　
　
　

10
月
13
日（
木
）〜
10
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
13
時
か
ら
最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で

　

表
彰
式
：
10
月
16
日（
日
）10
時
〜　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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お知らせ

　

主　

催　
（
公
財
）岡
田
茂
吉
美
術
文
化
財
団（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）

　
　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会

　

連
絡
先　

同
右　

☎
０
７
６
７（
53
）３
９
１
４

◆
第
18
回
七
尾
市
民
文
化
祭

　
　

第
16
回
彩
の
会
・
写
団
の
と
展

　
　
　

10
月
21
日（
金
）〜
10
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
16
時
30
分
ま
で

　

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３（
加
地
）

◆
第
67
回
七
尾
市
美
術
展

　
　
　

10
月
28
日（
金
）〜
10
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
15
時
ま
で

　

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）３
０
１
３（
橋
本
）

　

※

新
型
コ
ロ
ナ
変
異
ウ
イ
ル
ス
拡
大
を
受
け
、
今
回

　
　
は
一
般
・
大
学
生
の
部
の
み
の
開
催
と
い
た
し
ま
す
。

◆
第
79
回
北
國
写
真
展　

七
尾
展

　
　
　

12
月
23
日（
金
）〜
12
月
25
日（
日
）

　

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
、北
國
新
聞
社
、

　
　
　
　
　

富
山
新
聞
社
、福
井
新
聞
社

　

連
絡
先　

北
國
写
真
連
盟
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
０
７
６-

２
６
０-

３
５
８
１

◆V
O
X
 O
F JO

Y C
hoir 

10
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Lin
k 

〜
つ
な
が
る
〜

　
　
　

10
月
８
日（
土
）　

開
演
18
時

　

入
場
料　

２
，０
０
０
円

　

主　

催　

VOX OF JOY Choir

　

連
絡
先　

同
右　
　

voxofjoychoir@
gm
ail.com

◆
令
和
４
年
度　

第
８
回
七
尾
ま
だ
ら
保
存
伝
承
師
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
承
団
体
認
定
審
査
会

　
　
　

10
月
９
日（
日
）　

開
演
13
時

　

主　

催　

七
尾
ま
だ
ら
保
存
会

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）１
５
１
３（
杉
田
）

◆
第
３
回
合
同
謡
会

　
　
　

10
月
23
日（
日
）　

開
演
12
時
30
分

　

主　

催　
「
宝
生
流 

謡
宝
会
」「
珠
洲
謡
曲
会
」

　
　
　
　
　
「
羽
咋
謡
会
」「
鹿
宝
会
」

　

連
絡
先　

☎
０
８
０-

１
９
５
８-

１
１
３
８（
赤
尾
）

◆
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

11
月
６
日（
日
）　

開
演
13
時
30
分

　

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
58
）１
２
５
３（
井
藤
）

◆
能
登
宝
生
会
設
立
70
周
年
記
念　

能
楽
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
・
素
謡
・
舞
囃
子

　
　
　

11
月
23
日（
水･

祝
）　

開
演
14
時

　

主　

催　

能
登
宝
生
会

　

連
絡
先　

☎
０
９
０-

２
３
７
９-

６
５
５
９（
佐
々
波
）

さ
い

催
し
物
中
止
の
お
知
ら
せ

９
月
29
日（
木
）〜
10
月
２
日（
日
）に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
『
映
心
会
書
作
展
26
』
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

◆
能
登
・
四
季
物
語（
冬
編
）

　
　
　

12
月
18
日（
日
）　

開
演
14
時

　

主　

催　

七
尾
篠
笛
の
会

　

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
59
）１
６
１
５（
野
竹
）

第 23回友の会鑑賞の旅　「初訪問！金沢半日バス旅行」
友の会旅行では初めて訪問する「国立工芸館」と７月に新たに開館した「石川
県立図書館」の２ヵ所をめぐる半日のバス旅行です。国立工芸館では、別室で
の特別レクチャー後、展覧会を鑑賞。より深く作品について知ることができるチャンス！
ぜひ皆さまのご参加をお待ちしております。
※新型コロナウイルス感染症拡大状況を鑑みて、昼食はお弁当のお持ち帰りとさせていただきます。

日　　程…11月８日（火）　７：45出発～ 12：40頃帰着予定

見 学 地…石川県立図書館、国立工芸館

参 加 費…3,000円（税込）
　　　　　※バス代、観覧料、昼食（お弁当）、旅行損害保険料込
　　　　　※友の会会員以外の方は上記参加費に1,000円加算となります。

定　　員…先着20名（対象は原則として成人）  ※最小催行人数10名

募　　集…10月１日（土）～10月 14日（金）

申込方法…参加費をご持参のうえ、当館開館日に受付までお越しください。

参加者
大募集
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表  紙

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
様
々
な
漆
の
表
情
／
賑
わ
い
の
江
戸
絵
画

令
和
４
年
12
月
17
日（
土
）〜
令
和
５
年
２
月
12
日（
日
）

テ
ー
マ
１
「
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
様
々
な
漆
の
表
情
」

　

縄
文
の
時
代
か
ら
日
用
品
と
し
て
多
く
生
産
さ
れ
て
き
た
漆
器

類
で
す
が
、
漆
は
欧
米
に
お
い
て
英
語
で
「japan

」「Japanese 
lacquer

」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
輸
出
が
盛
ん
と
な
り
、

日
本
を
代
表
す
る
美
術
工
芸
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
所
蔵
・
寄
託
作
品
よ
り
、〝
用
の
美
〞
を
追
求
し
た

根
来
や
、
蒔
絵
・
螺
鈿
な
ど
の
技
法
を
用
い
た
装
飾
性
豊
か
な
作

品
ま
で
約
30
点
を
展
覧
し
ま
す
。

テ
ー
マ
２
「
賑
わ
い
の
江
戸
絵
画
」

　

江
戸
時
代
の
日
本
絵
画
と
い
え
ば
、
狩
野
派
や
琳
派
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
京
都
画
壇
の
円
山
派
な
ど
も
台
頭
し
て
き
ま
す
。
ま

た
、
庶
民
で
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
浮
世
絵

が
登
場
し
、
美
人
画
や
役
者
絵
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
し
か
し

一
方
で
、
浮
世
絵
師
に
よ
る
高
価
な
肉
筆
画
も
根
強
い
人
気
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
所
蔵
・
寄
託
作
品
か
ら
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
長

谷
川
派
や
狩
野
派
、
円
山
派
の
作
品
に
、
浮
世
絵
師
に
よ
る
肉
筆

画
ま
で
、
約
17
点
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
し
き
木
々
／
彫
刻
家
・
田
中
太
郎
の
あ
ゆ
み

令
和
５
年
２
月
25
日（
土
）〜
４
月
23
日（
日
）

テ
ー
マ
１
「
愛
し
き
木
々
」

　

国
土
の
お
よ
そ
２
／
３
が
森
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
「
木
」
は
と
て
も
親
し
い
存
在
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
桜
や
紅
葉
な
ど
を
愛
で
た
り
、
身
近
な
品

物
を
木
で
作
っ
た
り
、
そ
の
関
わ
り
方
は
多
様
で
す
。
本
展
覧

会
で
は
、
そ
ん
な
「
木
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
や
、
木
を
素

材
と
し
た
工
芸
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
２
「
彫
刻
家
・
田
中
太
郎
の
あ
ゆ
み
」

　

七
尾
駅
前
に
あ
る
「
青
雲
」（
長
谷
川
等
伯
の
像
）な
ど
を
制
作

し
た
七
尾
市
出
身
の
彫
刻
家
・
田
中
太
郎（
１
９
１
１
〜
９
２
）。

欄
間
彫
刻
を
経
て
平
櫛
田
中
に
師
事
し
、
院
展
な
ど
で
活
躍
し

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
は
、
田
中
太
郎
没
後
30
周
年
に
あ
た
る
年
で
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
氏
の
親
し
き
人
々
や
動
物
な
ど
を
題
材
に
し

た
作
品
か
ら
、「
頭
が
虫
、
体
は
人
」
と
い
っ
た
不
思
議
な
精
神

性
を
想
わ
せ
る
抽
象
的
作
品
ま
で
幅
広
く
展
示
し
、
そ
の
足
跡

を
改
め
て
振
り
返
り
ま
す
。

「硯箱」小川破笠
（池田コレクション）

「蝦蟇仙人図」（部分）
長谷川雪嶺筆　個人蔵

「近代日本画家色紙画帖　京都編」
山元春挙（池田コレクション）

「蛍の光」田中太郎

「ベノ」
テレージア・フィロヴァー（スロヴァキア）

　主人公の女の子は飼い犬のベノに不満げ。年をと
りすぎていて、一緒にいて楽しくないから。そこで
女の子は理想の犬を考えます。ふわふわな犬、巨大
な犬……でも、現実にはとっても大変。そこで女の
子は気付きます、ベノが自分にとって最高の犬だと
いうことに！


